
全国監査功労表彰を受賞された泉 さん

　　    泉 利次さん（芦検）が
　　    全国町村監査功労者表彰

　本村監査委員の泉 利次さんが、平成 25 年度町
村監査功労者表彰を受賞されました。
　これは、町村監査委員として 7 年以上在職し、
その功績が顕著な方に贈られるもので、今回は県
内から 2 人が表彰されました。
　泉さんは、平成 18 年から現在まで監査委員と
して、村の監査事務に精励し、村財政の効率的な
運営と村政発展に貢献されています。

1

MBC アナウンサーの岩崎さん ( 左 ) と上野さん ( 右 )

　　    MBC アナウンサーが朗読会
　　    田検小の児童が楽しく学ぶ

　昨年 12 月 18 日（水）、田検小学校（福田 裕
生校長・児童数 67 人）で MBC 南日本放送のア
ナウンサーによる朗読会が行われました。これは、
県内の子供たちに、読むことや聴くことの楽しさ
を味わってもらおうと、南日本放送が実施してい
るもので、同校で 20 回目の開催となります。
　朗読会には上野 知子さんと岩﨑 弘

こ う じ

志さんが訪
れ、発声の練習や国語教材から選んだ 3 作品の
朗読を披露。感情を豊かに表現し物語を読む声に、
児童の皆さんは集中して聞き入っていました。
　朗読会の途中には電話中継でラジオ番組にも出
演し、4 年生の名越 洸太朗くんは「朗読する時
の声の強弱や顔の表情などを学びたい。」と話し
ていました。

2

朗読を真剣な表情で聞く児童たち 石原 久子さんと2年生の福山 蘭さんがお礼に島唄を披露
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たくさんの地場産品が並び賑わった即売会

規律正しく機敏な動きで観客を魅了した消防団員

　　    うけん市場が設立 2 周年
　　    地場産品の即売会を開催！

　昨年 12 月 22 日（日）、うけん市場の設立 2
周年を記念して地場産品の即売会が開催されまし
た。うけん市場の施設と隣接する駐車スペースで
行われた即売会には多くの買い物客が訪れ、果樹
野菜や魚介類の加工品などを手に取る姿が見られ
ました。また、宇検村生活研究グーループの皆さ
んが、そば粉で作った団子入りの「そばだる汁」
を振る舞い、寒い中来ていただいた来場者に、「美
味しくてとても温まる。」と喜ばれていました。

3

　　    平成 26 年宇検村消防出初式
　　    防火、防災へ決意新たに！

　1 月５日（日）、平成 26 年宇検村消防出初式
が村陸上競技場で行われ、火災と災害の未然防止
に対する決意を新たに誓いました。
　出初式は田検小鼓笛隊を先導に、団員による役
場から陸上競技場へのパレードに始まり、服装や
規律などの通常点検を行いました。また、消防操
法と全分団による放水演習では、消火の動作を機
敏に披露する団員の姿が見られました。

【表彰受賞者（敬省略）】
◎鹿児島県消防協会功績章   森 哲海、中田 正克、徳田 治

◎鹿児島県消防協会精績章   時田 伸二

◎鹿児島県知事表彰 10 年勤続章   川畑 博学

◎大島支部長表彰 15 年勤続章　松井 勝、益江 福太郎

◎大島支部長表彰功績章　壽山 新太郎、福山 勇樹

4

芦検・名柄分団による消防操法

元気な演奏でパレードを先導する田検小鼓笛隊
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10
カ
年
計
画
で
全
島
か

ら
の
根
絶
を
目
標
と
し

た
「
奄
美
大
島
に
お
け
る
ジ
ャ

ワ
マ
ン
グ
ー
ス
防
除
事
業
」
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
新
た
な
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
、
宇
検
村
、
瀬

戸
内
町
（
大
島
側
）
の
全
域
に

わ
な
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
マ
ン
グ
ー
ス
は

３
２
０
０
０
頭
以
上
が
捕
獲
さ

れ
、
近
年
は
捕
獲
頭
数
が
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

希
少
な
哺
乳
類
の
生
息
状
況
の

回
復
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奄
美
ン
グ
ー
ス
バ
ス
タ
ー
ズ

は
、
今
後
も
わ
な
に
よ
る
捕
獲

を
行
う
と
と
も
に
、
マ
ン
グ
ー

ス
の
生
息
の
有
無
を
確
認
す
る

た
め
「
ヘ
ア
ト
ラ
ッ
プ
」
や
自

動
撮
影
カ
メ
ラ
に
よ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
狩
猟
期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
一
般
財
団

法
人 

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

奄
美
大
島
事
務
所
（
☎
０
９
９
７

－

５
８

－

４
０
１
３
）
ま
た
は
、

環
境
省 

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９
７

－

５
５

－

８
６
２
０
）

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

■
出
願
期
間
　
2
月
28
日
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
９

－

２
３
９

－

３
８
１
１
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

県
営
住
宅
の
入
居
に
つ
き
ま

し
て
は
、
抽
選
に
よ
り
空
き
家

待
ち
順
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
以
降
の
入
居

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込

み
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
申
し
込
み
さ
れ
て

い
る
方
も
新
た
に
申
し
込
み
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅
　
奄
美
市
、

龍
郷
町
及
び
瀬
戸
内
町
に
あ
る

県
営
住
宅

■
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

2
月
3
日
（
日
）
～
2
月
24
日

（
月
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
大
島
支
庁

建
設
課
管
理
係
（
☎
０
９
９
７

－

５
７

－

７
３
３
２
）
ま
た
は
、

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
総
務

課
用
地
管
理
係
（
☎
０
９
９
７

－

７
２

－

２
１
１
１
）

こ
の
度
、
平
成
25

年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
、

音
響
機
材
一
式
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
セ
ッ
ト
一
式
、
発
電
機
一

機
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
た
備
品
は
各
種
団

体
へ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
企
画

課
（
☎
６
７

－

２
２
１
１
）

宇検村
せいかつ
情報局

～ Living information ～

奄
美
マ
ン
グ
ー
ス

　
　
バ
ス
タ
ー
ズ
よ
り

放
送
大
学
４
月
生

　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

県
営
住
宅
に
入
居
を

　
　
希
望
さ
れ
る
方
へ

宝
く
じ
助
成
金
で

　
音
響
機
材
等
を
整
備

村  の  人  口
（平成 25 年 12 月末現在）

男　　　891 人
女　　　989 人
計　　 1,880 人

世帯数 　1,038

カゴわな

ヘアトラップ

自動撮影カメラ
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先
般
行
わ
れ
た
、
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
の
結
果
報
告
会
の
中

で
、
診
察
を
担
当
さ
れ
て
い
る

松
下
医
師
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
す

る
よ
う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

① 

人
混
み
を
避
け
る  

② 

手
洗

い
う
が
い
の
徹
底  

③ 

感
染
者
の

隔
離  

④ 

早
め
の
病
院
受
診
を

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
は
、
感
染
を
予
防
し
、

症
状
を
軽
く
す
る
事
が
で
き
る

の
で
、
出
来
る
だ
け
受
け
る
事

が
大
切
。
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は
食

材
を
十
分
に
加
熱
す
る
事
と
、

調
理
器
具
の
消
毒
や
食
材
の
調

理
の
順
番
に
気
を
配
る
事
で
予

防
が
可
能
で
す
。

　

共
通
し
て
、
抵
抗
力
の
弱
い

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化
し

や
す
い
の
で
、
特
に
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

宇
検
村
で
は
特
定
不
妊
治
療

の
た
め
の
通
院
に
要
す
る
旅
費
、

宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
4
月
1
日
以
降
の
、

① 

特
定
不
妊
治
療
に
実
際
に
要

し
た
費
用
額

② 
上
限
額(

1
回
の
治
療
に
つ

き
夫
婦
で
船
か
飛
行
機
の
9
回

ま
で
の
往
復
旅
費
と
1
泊
上
限

5
千
円
の
15
泊
ま
で
の
宿
泊
費
）

　
①
と
②
を
比
較
し
て
少
な
い

方
の
額
の
約
3
分
の
2
を
助
成

し
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
＆

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

不
妊
治
療
に
要
し
た

旅
費
・
宿
泊
費
の

一
部
助
成
に
つ
い
て

「
指
宿
」
の

が
ん
粒
子
治
療
を

ご
存
じ
で
す
か
？

保
健
福
祉
だ
よ
り

1

Vol.

保 健 福 祉 だ よ りVol. 1

健
康
や
福
祉
に
関
す
る

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

み
ん
な
で

元
気
に
！

 H
ok

en
 Fukushi Dayori ‐since 2014‐

　
         f ne at everybody! 

今
月
号
か
ら
保
健
福
祉
課
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

健
康
や
福
祉
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

村
民
全
員
が
元
気
に
生
活
を
送
る
た
め
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

健康づくり推進員＆食生活改善推進員の募集

　

粒
子
線
治
療
と
は
放
射
線
治

療
の
ひ
と
つ
で
、
が
ん
細
胞
を

集
中
的
に
破
壊
す
る
最
先
端
の

治
療
法
で
す
。

　

通
常
の
放
射
線
に
比
べ
、
正

常
な
組
織
へ
の
損
傷
が
少
な
い

た
め
、
身
体
へ
の
負
担
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
一
般
財
団

法
人
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
ス
医
学
研

究
財
団　

メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
ス
が

ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
8
9
4

－

3
3
0
1
鹿
児

島
県
指
宿
市
東
方
5
1
8
8

番
地
（
☎
０
９
９
３

－

２
３

－

5
1
8
8
）

健康づくりに興味のある方、食育に
興味のある方、平成26年度実施予定
の養成講座を受講してみませんか？
受講料は無料で、どちらの推進員も
20歳以上で男女問わず募集します。
＊詳しくは、保健福祉課までお問い
合わせください。

☎６７－２２１１（内線113）

各予防教室や健診などの予定表要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

月 日 時　間 内　容 場　所

2

6 10:00 ～ 親子のひろば やけうちの里
10 19:00 ～ メタボ退治教室 やけうちの里
13 18:30 ～ 減る脂ー ( ヘルシー ) 教室 やけうちの里
14 9:30 ～ まんげんなよ教室 屋鈍
18 9:30 ～ まんげんなよ教室 阿室
20 10:00 ～ 親子のひろば ゆけうちの里
24 9:30 ～ まんげんなよ教室 湯湾
27 10:00 ～ 親子のひろば ( ベビーマッサージ) やけうちの里
27 18:30 ～ 減る脂ー ( ヘルシー ) 教室 やけうちの里

※イメージ写真
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広
報
お
礼

広
報
お
礼

（
Ｈ
25
年
11
月
末
日
現
在
）

■
ご
冥
福
を
お
折
り
し
ま
す

大
山
道
代　
鹿
児
島
市　

湯
湾

元
田
顕
治　

東
京
都　

湯
湾

徳
田　

操　
神
奈
川
県　

芦
検

増
田
正
枝　

兵
庫
県　

湯
湾

溝
辺
ツ
タ
エ　

大
阪
府　

湯
湾

武
原
宏
宜　
神
奈
川
県　

部
連

貞
野
和
行　

東
京
都　

湯
湾

徳
田
伸
一　

東
京
都　

芦
検

徳
田
ひ
ろ
み　

東
京
都　

芦
検

登
山
正
則　

東
京
都　

芦
検

新
城
栄
一　
神
奈
川
県　

芦
検

前
田
た
つ
の　

東
京
都　

芦
検

高
田
一
男　

奈
良
県　

宇
検

松
井
郁
子　

千
葉
県　

芦
検

川
畑
光
弘　

東
京
都　

田
検

益
岡　

勝
（
89
歳
）
須　

古

上
川
幸
雄
（
97
歳
）
名　

柄

中
司
ツ
ユ
子
（
91
歳
）
平　

田

社
協
だ
よ
り

 

社
協
だ
よ
り

（
Ｈ
25
年
10
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に

か
え
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

村
民
の
う
ご
き
 

村
民
の
う
ご
き

（
Ｈ
25
年
11
月
末
日
現
在
）

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ
25
・
9
・
16
生

池
田
カ
ン
ナ　

( 女 )　

屋　

鈍

　
　
（
保
護
者
）　

夏　

樹

Ｈ
25
・
9
・
19
生

森
岡　

莉り

お緒　

( 女 )　

名　

柄

　
　
（
保
護
者
）　

広　

明

Ｈ
25
・
10
・
17
生

植
田　

文ぶ
ん
た大　

( 男 )　

宇　

検

　
　
（
保
護
者
）　

裕　

大

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　

松
井　

聖
樹（
芦　

検
）

　
　

田
中　

瑞
希（
奈
良
県
）

（♥

■
香
典
返
し

益
岡　

チ
エ　

須
古　

　
　

亡　

夫　
　

益
岡　

勝

上
川　

勲　
　

名
柄　

　
　

亡　

父　
　

上
川
幸
雄

玉
利
マ
サ
ミ　

芦
検　

　
　

亡　

夫　
　

玉
利
博
和

吉
田　

芳
江　

湯
湾　

　
　

亡　

子　
　

吉
田
實
男

中
村
シ
ゲ
子　

平
田　

　
　

亡　

夫　
　

中
村
眞
義

伊
村　

廣
文　

湯
湾　

　
　

亡　

父　
　

伊
村
徹
二

■
一
般
寄
付
金

宇
検
村
商
工
会
青
年
部

徳
田　

伸
一　

東
京
都

徳
田
ひ
ろ
み　

東
京
都

　
　

前
田　

譲
二（
龍
郷
町
）

　
　

本
田　

雪
絵（
田　

検
）

（♥
　
　

時
元　

哲
美（
須　

古
）

　
　

濱
崎　

美
香（
奄
美
市
）

（♥

 

本
多　

透と
う
ま真

くん
Ｈ
24
・
10
・
7
生　

湯
湾

（
保
護
者
）　

洋　

平

 

保
池　

洸こ
う
し志

くん
Ｈ
24
・
9
・
3
生　

久
志

（
保
護
者
）　

登　
　

 

屋
宮
萌め

い

な
愛
那

ちゃん
Ｈ
24
・
10
・
4
生　

湯
湾

（
保
護
者
）　

悟　
　

Ｈ
25
・
11
・
1
生

伊
元
ひ
ら
り　

( 女 )　

芦　

検

　
　
（
保
護
者
）　

勇　

太

Ｈ
25
・
11
・
13
生

碇
元　

希き

ほ歩　

( 女 )　

田　

検

　
　
（
保
護
者
）　

亮　

太

Ｈ
25
・
11
・
23
生

竹
下　

結ゆ
い
と人　

( 男 )　

湯　

湾

　
　
（
保
護
者
）　

世
利
人

玉
利
博
和
（
86
歳
）
芦　

検

吉
田
實
男
（
65
歳
）
湯　

湾

文
岡
ナ
ヲ
（
87
歳
）
生　

勝

﨑
ク
ニ
ヨ
（
88
歳
）
屋　

鈍

碇
永
タ
マ
コ
（
95
歳
）
佐　

念

中
村
シ
ゲ
（

101
歳
）
田　

検
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